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八
月
十
五
日
の
午
後
一
時
、

初
代
校
長
尾
崎
楠
馬
先
生
の
ご

真
筆
が
飾
ら
れ
た
磐
田
グ
ラ
ン

ド
ホ
テ
ル
に
、
大
勢
の
同
窓
生

が
集
ま
り
ま
し
た
。

総
会
で
は
、
開
会
の
言
葉
の

あ
と
全
員
で
校
歌
を
斉
唱
。
審

議
事
項
と
し
て
、会
務
・
決
算
・

予
算
案
、
さ
ら
に
役
員
の
再
任

が
報
告
さ
れ
、
い
ず
れ
も
承
認

さ
れ
ま
し
た
。

懇
親
会
で
は
、
卒
業
後
七
十

年
、
六
十
年
、
五
十
年
の
方
々

に
記
念
品
を
贈
呈
。
ア
ト
ラ
ク

シ
ョ
ン
の
秋
葉
太
鼓

や
プ
レ
ゼ
ン
ト
の
抽

選
会
に
大
い
に
盛
り

上
が
り
、
又
来
年
の

再
会
を
約
し
て
散
会

と
な
り
ま
し
た
。

（
袴
田
）

第
78
回

同
窓
会
総
会
報
告

一
年
前
、
総
会
実
行
委
員
を

引
き
継
い
だ
時
、
我
々
の
頭
の

中
は
、
不
安
で
一
杯
で
し
た
。

『
多
く
の
先
輩
方
の
出
席
を
い
た

だ
け
る
だ
け
の
満
足
な
準
備
が

で
き
る
の
か
』『
十
分
に
お
世
話

で
き
る
だ
け
の
同
級
生
を
集
め

ら
れ
る
の
か
』『
総
会
、
懇
親
会

を
ス
ム
ー
ズ
に
運
営
で
き
る
の

か
』『
財
政
的
に
も
ど
う
か
』
と
。

懇
親
会
が
終
わ
り
、
会
場
か
ら

出
て
こ
ら
れ
た
諸
先
輩
方
の
顔

が
に
こ
や
か
に
感
じ
ら
れ
た
時
、

伝
統
の
大
役
を
無
事
終
え
る
こ

と
が
で
き
た
と
実
感
し
ま
し
た
。

大
役
を
無
事
果
た
せ
た
達
成

感
。
し
か
し
、
そ
れ
以
上
に
喜

び
を
感
じ
た
の
は
、
懇
親
会
終

了
後
行
わ
れ
た
我
々
高
校
三
十

五
回
生
の
懇
親
会
『
恩
師
を
囲

む
会
』
が
大
い
に
盛
り
上
が
っ

た
こ
と
で
す
。
会
の
終
盤
、
記

念
撮
影
が
「
三
〇
Ｈ
Ｒ
」「
○
○

部
」
と
、
延
々
と
続
き
ま
し
た
。

「
元
野
球
部
」に
続
い
て「
音
楽

鑑
賞
部
」が
並
ぶ
と「
メ
ン
バ
ー

が
一
緒
じ
ゃ
な
い
か
」
と
、
た
わ

い
も
な
い
野
次
が
飛
び
ま
し
た
。

二
十
数
年
ぶ
り
に
集
ま
っ
た
友

は
、
有
名
な
企
業
の
役
職
者
、

社
長
の
肩
書
き
を
持
つ
人
、
容

姿
が
変
わ
ら
な
い
人
、
太
っ
て

イ
メ
ー
ジ
が
変
わ
っ
た
人
と
皆

様
々
で
し
た
。
し
か
し
、
盛
り
上

が
っ
た
『
恩
師
を
囲
む
会
』
に

存
在
し
た
の
は
、
在
学
中
、
進

学
・
部
活
・
遊
び
と
、
共
に
青

春
の
一
ペ
ー
ジ
を
過
ご
し
た
同

級
生
の
姿
だ
け
で
あ
り
ま
し
た
。

こ
の
盛
り
上
が
り
こ
そ
が
、

『
見
中
・
磐
田
南
高
』
の
伝
統
を

守
り
続
け
て
き
た
も
の
だ
と
思

い
ま
す
。
我
々
も
、
今
回
の
盛

り
上
が
り
を
大
切
に
、
こ
れ
か

ら
も
同
窓
会
で
大
い
に
活
躍
し

て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
。

同
窓
会
本
部
役
員
の
方
々
を

は
じ
め
、
ご
協
力
く
だ
さ
っ
た

多
く
の
皆
様
に
心
よ
り
感
謝
申

し
上
げ
、
報
告
と
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

終
戦
記
念
日
に
あ
た
る
八
月

十
五
日
に
、
平
成
十
六
年
度
静

岡
県
立
見
付
中
学
校
・
磐
田
南

高
等
学
校
同
窓
会
慰
霊
祭
を
、

卒
業
三
十
年
の
担
当
年
次
と
し

て
執
り
行
わ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

創
立
以
来
の
恩
師
・
同
窓
生

の
物
故
さ
れ
た
御
霊
と
、
こ
の

一
年
間
に
ご
逝
去
さ
れ
た
六
十

二
名
の
御
霊
、
そ
し
て
二
十
六

回
生
の
早
く
し
て
亡
く
な
ら
れ

た
六
名
の
御
霊
の
平
安
を
、
無

宗
教
の
か
た
ち
で
心
を
込
め
て

お
祈
り
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
同
窓
会
役
員
の
皆
様
、
学

校
関
係
者
の
皆
様
、
そ
し
て
私

ど
も
二
十
六
回
生
の
恩
師
お
二

人
に
も
ご
臨
席
を
賜
り
、
滞
り

な
く
終
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
終
了
後
は
防
風
堤
に
建
つ

招
魂
碑
に
全
員
で
白
菊
を
献
花

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

卒
業
以
来
三
十
年
、
私
達
が

社
会
の
中
で
自
分
達
の
役
割
を

担
っ
て
こ
れ
た
の
も
、
母
校
の

伝
統
や
精
神
の
お
か
げ
で
あ
っ

た
と
思
い
ま
す
。「
地
位
が
人
を

作
る
」
と
言
わ
れ
ま
す
が
、
と

同
時
に
「
母
校
が
人
を
作
る
」

と
い
う
こ
と
も
言
え
る
の
で
は

な
い
か
と
思
い
ま
す
。

同
級
生
の
遺
影
を
見
つ
め
て

い
る
と
、
彼
ら
の
声
が
聞
こ
え

て
く
る
よ
う
な
気
が
し
ま
し
た
。

「
残
さ
れ
た
者
は
し
っ
か
り
生
き

抜
い
て
ほ
し
い
」
と
。
そ
う
い

う
意
味
で
、
慰
霊
祭
は
生
き
て

い
く
我
々
に
こ
そ
必
要
な
も
の

だ
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
か
と

思
い
ま
し
た
。

慰
霊
祭
終
了
後
、
三
名
の
恩

師
の
出
席
を
い
た
だ
き
、
学
年

同
窓
会
と
し
て
の
懇
親
会
を
開

催
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

九
年
ぶ
り
に
会
う
顔
も
あ
れ
ば
、

卒
業
以
来
三
十
年
で
初
め
て
会

う
顔
も
あ
り
ま
し
た
。
亡
き
友

が
こ
ん
な
に
も
多
く
の
同
級
生

を
呼
び
寄
せ
て
く
れ
た
よ
う
な

気
が
し
て
感
動
し
ま
し
た
。
激

変
す
る
社
会
の
中
、
集
ま
っ
た

一
人
ひ
と
り
に
こ
れ
か
ら
を
生

き
抜
い
て
い
く
力
を
与
え
て
く

れ
た
貴
重
な
一
日
だ
っ
た
と
思

い
ま
す
。

総
会
運
営
を
無
事
終
え
て

実
行
委
員
長
　
高
35
回
　
幡
鎌
俊
介

母
校
が
人
を
作
る

慰
霊
祭
担
当
実
行
委
員
長
　
高
26
回
　
青
島
秀
樹

会員名簿
（平成17年版）

発行のお知らせ
１．発行予定日
平成17年10月下旬

２．予約頒価
4,000円（送料・税込）

３．会員へのお願い
会員名簿の発行は
同窓会の最も重要
な事業活動であり、
名簿の活用が同窓
会活動を左右する
と考えます。会員
の皆様には名簿購
入と広告掲載に絶
大なご協力をお願
い申し上げます。
調査カードの回答
をお忘れなく早め
にお出し下さい。

▲遠州はぐま

初代校長　尾崎楠馬先生

▲40周年の記念に寄付金の贈呈をする高16回生

▲総会当日ロビーにて尾崎先生の御真筆2点、はぐま楽書会の作品を展示

▲卒業50周年のお祝いを受ける高7回生
16名の陸上インターハイ出場者の方々を代表して大場勝良、石貝新平、
尾高義則、筒井　昭様の御出席を頂きました

▲卒業60周年のお祝いを受ける見中18回生

▲卒業70周年のお祝いを受ける見中8回生
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会
員
の
皆
様
に
は
、
益
々
ご

清
祥
に
て
お
過
ご
し
の
こ
と
と

お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。
第
七

八
回
同
窓
会
総
会
が
八
月
十
五

日
に
盛
大
に
開
催
で
き
ま
し
た

こ
と
を
ご
報
告
申
し
上
げ
ま
す
。

同
窓
会
活
動
も
一
昨
年
の
八

十
周
年
か
ら
二
年
が
経
過
し
、

昨
年
は
初
代
校
長
尾
崎
楠
馬
先

生
の
五
十
回
忌
が
皆
様
の
ご
協

力
の
も
と
に
行
わ
れ
ま
し
た
こ

と
は
記
憶
に
新
し
い
と
こ
ろ
で

あ
り
ま
す
。
そ
の
後
も
書
道
部

Ｏ
Ｂ
に
よ
る
「
は
ぐ
ま
楽
書
会

作
品
展
」
が
開
催
さ
れ
、
こ
の

中
で
尾
崎
先
生
の
遺
稿
集
よ
り

選
ん
で
作
品
に
し
て
い
た
だ
き
、

同
窓
会
当
日
も
磐
田
グ
ラ
ン
ド

ホ
テ
ル
の
総
会
々
場
に
お
き
ま

し
て
、
先
生
の
「
御
真
筆
」
と

併
せ
て
ロ
ビ
ー
展
が
開
催
さ
れ
、

出
席
者
の
方
よ
り
大
変
感
謝
さ

れ
ま
し
た
。
関
係
者
の
方
々
に

心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

そ
し
て
そ
の
事
業
の
締
め
く

く
り
と
し
て
、
本
年
四
月
十
日

〜
十
二
日
迄
楠
馬
先
生
の
生
誕

の
地
を
訪
ね
る
旅
と
し
て
高
知

旅
行
が
行
わ
れ
、
本
当
に
心
に

残
る
素
晴
ら
し
い
旅
で
も
あ
り

ま
し
た
。

又
、
昨
年
の
総
会
以
降
関
東

支
部
、
豊
田
支
部
の
支
部
長
さ

ん
が
交
代
さ
れ
、
新
た
な
ス
タ

ー
ト
が
切
ら
れ
ま
し
た
。
年
々

若
い
人
達
も
参
加
さ
れ
、
会
も

充
実
さ
れ
て
き
て
お
り
ま
す
。

次
に
校
舎
問
題
で
す
が
、
こ

こ
数
年
変
化
が
無
く
、
今
後
引

続
き
学
校
及
び
県
教
育
委
員
会

財
務
課
を
中
心
と
す
る
会
議
で

検
討
さ
れ
る
運
び
と
な
っ
て
お

り
ま
す
。

又
、
五
年
毎
に
発
刊
し
て
お

り
ま
す
同
窓
会
名
簿
も
来
年
十

月
に
発
行
す
る
為
、
同
窓
生
の

皆
さ
ん
に
対
し
連
絡
確
認
作
業

を
行
う
様
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

併
せ
て
名
簿
の
購
入
予
約
も
行

い
ま
す
。
是
非
共
ご
協
力
を
お

願
い
致
し
ま
す
。
尚
、
名
簿
記
載

内
容
も
充
実
し
、
県
下
で
は
ト

ッ
プ
ク
ラ
ス
の
会
員
名
簿
と
の

評
価
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

最
後
に
母
校
の
益
々
の
発
展

と
同
窓
生
の
皆
様
の
ご
健
勝
ご

多
幸
を
祈
念
申
し
上
げ
、
今
後

一
層
の
ご
支
援
ご
協
力
を
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

「
言
い
訳
無
用
」。
こ
れ
は
、
私

の
中
学
校
時
代
の
恩
師
の
箴
言
し
ん
げ
ん

で

あ
る
。
そ
の
先
生
自
身
、
幼
い
頃

か
ら
教
え
込
ま
れ
た
躾
の
一
つ
に

違
い
な
い
。
大
家
族
の
中
で
の
長

幼
の
序
か
ら
始
ま
り
、
同
じ
遊
び

仲
間
内
で
の
年
長
者
や
学
校
で
の

先
輩
と
の
関
係
な
ど
、
い
ず
れ
も

こ
の
精
神
に
貫
か
れ
て
い
た
の
か

も
し
れ
な
い
。
単
な
る
無
理
強

い
・
我
が
儘
も
多
か
っ
た
ろ
う

が
、
今
思
え
ば
強
要
す
る
方
も
そ

の
中
で
自
然
と
良
識
を
身
に
つ
け

て
い
く
、
そ
ん
な
相
互
作
用
も
あ

っ
た
の
で
は
な
い
か
。
あ
る
時
、

先
生
に
こ
の
こ
と
を
言
わ
れ
、
自

分
を
律
す
る
と
言
う
こ
と
で
身
が

引
き
締
ま
る
の
を
覚
え
た
。
具
体

的
に
は
遅
刻
の
理
由
で
あ
っ
た
。

「
台
風
で
バ
ス
が
遅
れ
た
。
し
か

し
、
台
風
が
く
る
こ
と
は
事
前
に

わ
か
っ
た
は
ず
だ
。
な
ら
ば
、
な

ぜ
バ
ス
が
遅
れ
る
こ
と
を
予
想
し

て
対
策
を
立
て
な
か
っ
た
の
だ
」。

言
わ
れ
れ
ば
そ
の
通
り
で
あ
り
、

心
の
中
に
、
台
風
を
利
用
し
て
遅

刻
を
し
よ
う
と
の
下
心
を
見
透
か

さ
れ
た
恥
ず
か
し
さ
も
手
伝
っ
て

痛
く
心
に
響
い
た
。
ま
た
、
知
恵

を
身
に
つ
け
る
意
味
も
悟
っ
た
。

以
来
、
下
手
な
言
い
訳
は
し
ま
い

と
、
行
動
し
て
き
た
つ
も
り
で
あ

る
。
磐
南
生
に
も
こ
の
潔
さ
は
ど

う
で
し
ょ
う
か
。

全
国
へ
発
信
し
た
部
活
は
陸

上
部
（
男
子
４
０
０
ｍ
、
棒
高

跳
び
）、
サ
ッ
カ
ー
の
Ｕ-

18
日

本
代
表
、
将
棋
、
ビ
ジ
ュ
ア
ル

な
ど
で
す
。
進
学
校
と
し
て
は

実
績
が
認
め
ら
れ
て
い
る
本
校

で
す
。こ
の
よ
う
な
活
動
が
、生

徒
達
へ
自
信
を
与
え
、
人
間
を

大
き
く
す
る
こ
と
に
繋
が
れ
ば

と
嬉
し
く
な
り
ま
す
。

同
窓
会
の
皆
様
に
は
、
日
頃

の
学
校
へ
の
御
理
解
・
御
支
援

に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
と
共
に
、

益
々
の
御
活
躍
・
御
健
勝
を
祈

念
い
た
し
ま
す
。

建
学
の
精
神
で
同
窓
生
の
絆
を

同
窓
会
長
　
大
橋
　
忍

ス
ー
パ
ー
サ
イ
エ
ン
ス
ハ
イ
ス
ク
ー
ル
活
動
報
告
　
教
頭
　
森
田
明
宏

言
い
訳
無
用

磐
田
南
高
等
学
校
長
　
太
田
一
夫

― あなたの歴史に思いやりを ― 
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株式会社　中　  松 

文
部
科
学
省
の
「
ス
ー
パ
ー

サ
イ
エ
ン
ス
ハ
イ
ス
ク
ー
ル

（
Ｓ
Ｓ
Ｈ
）」
の
指
定
を
受
け
、

二
年
目
を
む
か
え
ま
し
た
。

昨
年
度
末
の
三
月
に
は
全
国

の
Ｓ
Ｓ
Ｈ
指
定
校
の
代
表
生
徒

四
人
ず
つ
が
「
つ
く
ば
国
際
会

議
場
」
に
集
い
、
生
徒
交
流
会

が
開
か
れ
、
本
校
も
参
加
し
ま

し
た
。
こ
こ
で
は
、
他
校
の
生

徒
と
合
同
で
チ
ー
ム
を
つ
く
り
、

チ
ー
ム
独
自
の
研
究
テ
ー
マ
を

設
定
し
、
最
先
端
の
科
学
技
術

の
研
究
所
に
お
い
て
実
験
を
行

い
ま
し
た
。
そ
し
て
、
そ
の
成

果
を
発
表
し
あ
い
、
大
き
な
刺

激
を
受
け
て
き
ま
し
た
。

ま
た
、
本
年
八
月
に
は
東
京

ビ
ッ
ク
サ
イ
ト
に
お
い
て
Ｓ
Ｓ

Ｈ
生
徒
研
究
発
表
会
が
開
か
れ
、

ポ
ス
タ
ー
セ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
本

校
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
発
表

し
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
Ｓ
Ｓ
Ｈ

初
年
度
指
定
校
生
徒
の
研
究
発

表
を
聴
講
し
、
そ
の
内
容
の
高

さ
に
驚
嘆
す
る
と
と
も
に
、
自

分
た
ち
も
頑
張
ら
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
い
う
想
い
を
一
層
強

く
し
ま
し
た
。

本
年
度
の
本
校
の
新
た
な
取

り
組
み
の
一
つ
に
理
数
科
二
年

生
の
Ｓ
Ｓ
Ｈ
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

「
磐
南
ス
ー
パ
ー
サ
イ
エ
ン
ス
」

が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
、
物

理
・
化
学
・
生
物
の
分
野
で
、

通
常
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
で
は
行

わ
れ
な
い
よ
う
な
や
や
高
度
な

内
容
を
含
ん
だ
実
験
を
主
体
に

し
た
授
業
で
す
。
こ
の
授
業
の

一
環
と
し
て
、
九
月
八
日
に
ブ

リ
テ
ィ
ッ
シ
ュ
カ
ウ
ン
シ
ル
の

主
催
で
、
世
界
的
に
著
名
な
物

理
学
者
で
あ
る
イ
ギ
リ
ス
の
バ

ー
ミ
ン
ガ
ム
大
学
教
授
ニ
ー

ル
・
ト
ー
マ
ス
博
士
を
お
迎
え

し
て
「
分
子
モ
ー
タ
ー
」
を
テ

ー
マ
に
し
た
英
語
に
よ
る
セ
ミ

ナ
ー
（
同
時
通
訳
あ
り
）
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
単
細
胞
か
ら
動

物
ま
で
全
て
の
生
物
の
動
き
を

生
み
出
し
て
い
る
細
胞
内
の
い

ろ
い
ろ
な
分
子
モ
ー
タ
ー
に
つ

い
て
、
豊
富
な
図
や
ア
ニ
メ
ー

シ
ョ
ン
を
駆
使
し
て
分
か
り
や

す
く
説
明
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
生
徒
か
ら
も
的
を
射
た
鋭

い
質
問
も
出
さ
れ
、
有
意
義
な

セ
ミ
ナ
ー
と
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
来
る
十
一
月
二
日
に

は
ノ
ー
ベ
ル
化
学
賞
を
受
賞
し

た
白
川
英
樹
博
士
を
お
招
き
し
、

磐
田
市
民
文
化
会
館
に
て
Ｓ
Ｓ

Ｈ
記
念
講
演
会
を
実
施
し
ま
す
。

同
窓
会
の
皆
様
も
是
非
御
参

加
く
だ
さ
い
。

姉
妹
校

マ
ウ
ン
テ
ン
ビ
ュ
ー
高
校
と
の

国
際
交
流
が
再
開

平
成
十
二
年
以
降
中
断
さ
れ

て
い
た
が
、
第
七
回
目
が
実
施

さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

生
徒
が
国
際
理
解
を
深
め
、

視
野
を
広
げ
、
人
間
的
に
大
い

に
成
長
す
る
こ
と
を
目
的
と
す

る
。
マ
ウ
ン
テ
ン
ビ
ュ
ー
高
校

で
授
業
に
出
た
り
、
ホ
ー
ム
ス

テ
イ
を
し
て
、
日
本
の
文
化
紹

介
を
す
る
。

◎
期
間

平
成
17
年
３
月
20
日
（
日
）

〜
３
月
31
日
（
木
）
12
日
間

こ
の
交
流
事
業
に
際
し
て
尾

崎
教
育
振
興
基
金
か
ら
補
助
金

が
出
て
い
ま
す
。

生徒研究発表会　ポスターセッション

つくば国際会議場の生徒交流会

ニール・トーマス先生の分子モーターのセミナー

ノ
ー
ベ
ル
物
理
学
者

江
崎
玲
於
奈
氏
講
演

平
成
15
年
11
月
18
日
、
ノ
ー

ベ
ル
物
理
学
賞
受
賞
者
の
江
崎

玲
於
奈
氏
を
招
い
て
、
Ｓ
Ｓ
Ｈ

記
念
講
演
会
を
母
校
で
開
い
た
。

講
演
会
で
は
、
自
身
の
幼
少

期
か
ら
現
在
ま
で
を
振
り
返
り
、

中
学
受
験
に
失
敗
し
た
過
去
な

ど
を
披
露
し
な
が
ら
「
天
性
に

合
っ
た
教
育
が
必
要
」
と
強
調
。

「
特
徴
を
最
大
限
生
か
す
よ
う
な

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
創
造
す
る
能
力

を
与
え
る
こ
と
が
教
育
の
真
の

目
的
」
と
述
べ
ら
れ
た
。

見
付
中
学

磐
田
南
高
同
窓
会

関
東
支
部

平
成
十
六
年
度

総
会
・
懇
親
会
の
ご
案
内

●
日
時
　
平
成
16
年
11
月
13
日（
土
）

受
付
開
始
　
午
前
10
時
30
分

●
場
所
　
日
本
教
育
会
館

９
階
Ｋ
Ｉ
Ｚ
Ａ
Ｎ
ク
ラ
ブ
　

光
淋
の
間

東
京
都
千
代
田
区
一
ツ
橋

２-

６-

２

1

０
３-

３
２
６
２-

７
６
６
１

●
会
費
　
社
会
人
　
６
千
円
　

学
　
生
　
３
千
円

●
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
（
11
時
〜
15
時
）

第
一
部
　
総
会
開
始

第
二
部
　
セ
ミ
ナ
ー

講
師
　
鈴
木
藤
弘
氏（
高
六
回
）

「
家
庭
の
防
犯
」

第
三
部
　
懇
親
会

●
当
番
幹
事
（
高
28
・
29
回
）

支
部
長
交
代
の
お
知
ら
せ

関
東
支
部
長
近
藤
　
彰（
高
11
回
）

豊
田
支
部
長
鈴
木
　
猛（
高
15
回
）



（3）平成１６年１０月１０日 同 　 窓 　 会 　 だ 　 よ 　 り 第 26 号

●本　社／磐田市見付1963-11　TEL 35-5404 
●直営店／磐田店・浜松鹿谷店・浜松天神町店 
インターネットで注文受付中！　www.kimpara.jp

学校制服の情報発信基地  

代表取締役　金原 一平（高16回） 
制服の 

家電の修理専門 

ブランドリサイクル 

西伊場店・磐田店・掛川店 
インターネット＆コミック 

静岡店・掛川店 

インターネット＆コミック 

メディア・アイランド 
磐田店 

初心者＆資格 

家電修理 株式会社 青島デンキ 
代表取締役 青島克樹 

（高14回） 
http://www.pickup-japan.com

〒438-0016  磐田市岩
TEL 32-9165  FAX 35-37
www.taishin

株式 
会社 

企画／デザイン／印刷／ホームページ 

た
い
せ

つ
にし
ますプライバシー 私たちは、 

プライバシーマーク取得に 
チャレンジしています。 

プライバシーマークは、個人情報を保護する企業を示す信頼のマークです。 

人
に
は
自
分
の
人
生
に
大
き

な
影
響
を
及
ぼ
し
た
言
葉
が
必

ず
あ
る
は
ず
で
す
。
父
の
三
子

次
（
み
ね
じ
）
は
第
一
線
の
新

聞
記
者
で
し
た
。
私
が
小
学
校

１
年
の
時
、
戦
争
の
影
響
で
父

の
実
家
で
あ
る
袋
井
に
戻
り
高

校
卒
業
ま
で
こ
の
地
で
生
活
し

ま
し
た
。
そ
の
父
か
ら
お
金
の

使
い
道
に
つ
い
て
言
わ
れ
た
事

が
あ
り
ま
す
。「
い
い
か
直
樹
。

お
金
は
全
部
使
え
、
貯
金
す
る

人
間
に
ろ
く
な
奴
は
い
な
い
。

将
来
自
分
の
た
め
に
な
る
も
の

な
ら
何
で
も
良
い
。
若
い
時
に

は
自
分
に
投
資
し
ろ
」
と
。
ま

さ
に
自
分
投
資
の
大
切
さ
を
教

え
て
く
れ
た
の
で
す
。
個
人
的

に
は
夢
を
語
り
合
う
の
が
好
き

で
す
。
社
員
に
も
「
自
ら
の

夢
＝
展
望
を
明
確
に
し
、
そ
れ

を
実
現
す
る
た
め
に
頑
張
ろ
う
」

と
言
っ
て
い
ま
す
。
今
思
う
と

父
の
教
え
を
守
っ
て
き
た
よ
う

な
気
が
し
ま
す
。

も
う
ひ
と
つ
私
の
人
生
に
大

き
な
影
響
を
及
ぼ
し
た
言
葉
は
、

あ
る
先
輩
の
指
導
で
し
た
。「
印

刷
の
勉
強
は
し
て
当
た
り
前
、

む
し
ろ
得
意
先
を
誰
よ
り
も
愛

し
、
そ
の
業
界
の
こ
と
を
よ
く

勉
強
し
な
さ
い
」
と
い
う
言
葉

で
し
た
。
今
で
こ
そ
「
顧
客
満

足
」
と
か
「
顧
客
第
一
主
義
」

と
い
う
言
葉
が
話
題
と
な
り
ま

す
が
、
そ
の
当
時
は
、
そ
う
し

た
思
想
は
ま
だ
な
い
時
代
で
し

た
か
ら
驚
き
ま
し
た
。
こ
の
二

つ
の
教
え
は
、
今
に
な
っ
て
思

う
と
様
々
な
業
界
を
知
り
、
お

得
意
先
を
初
め
と
す
る
多
く
の

方
々
と
の
人
脈
を
作
る
切
っ
掛

け
に
な
り
ま
し
た
。

私
は
１
９
６
２
年
の
春
、
凸

版
印
刷
㈱
に
入
社
し
ま
し
た
が
、

新
し
い
こ
と
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す

る
企
業
文
化
は
創
業
時
と
変
わ

ら
ず
に
脈
々
と
受
け
継
が
れ
て

い
ま
す
。
昨
年
は
ト
ッ
パ
ン
グ

ル
ー
プ
で
１
兆
３
０
０
０
億
円

程
の
売
上
げ
に
な
り
ま
し
た
。

印
刷
の
機
能
拡
大
も
さ
る
事

な
が
ら
、
も
う
一
つ
目
を
引
か

れ
る
の
が
印
刷
の
芸
術
性
で
す
。

そ
れ
ぞ
れ
の
時
代
を
華
や
か
に

彩
り
、
日
本
人
の
感
性
を
豊
か

に
表
現
し
、
そ
の
時
々
の
文
明

を
築
き
上
げ
て
き
ま
し
た
。
い

わ
ば
印
刷
は
一
種
の
基
幹
文
化

だ
と
考
え
て
い
ま
す
。
そ
こ
で

生
業
を
テ
ー
マ
と
し
た
社
会
貢

献
活
動
と
し
て
印
刷
の
過
去
か

ら
現
代
、
そ
し
て
未
来
に
向
け

て
進
む
べ
き
道
筋
を
示
し
、
多

く
の
人
々
に
興
味
を
深
め
て
い

た
だ
き
た
い
と
考
え
、
２
０
０

０
年
に
弊
社
の
１
０
０
周
年
事

業
の
一
環
と
し
て
文
京
区
小
石

川
の
地
に
「
印
刷
博
物
館
」
を

作
り
ま
し
た
。
既
に
開
館
以
来

４
年
が
過
ぎ
ま
し
た
が
12
万
人

を
超
え
る
方
々
に
ご
来
館
頂
い

て
お
り
ま
す
。
丁
度
、
12
月
12

日
ま
で
開
国
１
５
０
年
記
念
展

「
西
洋
が
伝
え
た
日
本
／
日
本
が

描
い
た
異
国
」
と
い
う
企
画
展

を
開
催
し
て
い
ま
す
。
お
時
間

の
あ
る
時
に
で
も
お
立
ち
寄
り

頂
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

▲眼下に太平洋が広がる尾崎楠馬初代校長の御両親の墓前にて。
花を手向けお経をあげる。

建
学
の
精
神
を
訪
ね
る
高
知

へ
の
心
の
旅
は
、
四
月
十
日
に

十
四
人
で
始
ま
っ
た
。
当
日
見

性
寺
に
集
ま
っ
た
メ
ン
バ
ー
は

尾
崎
先
生
の
墓
前
に
出
発
を
告

げ
た
。
バ
ス
は
、
東
名
、
名
神

高
速
道
を
走
り
、
眼
下
に
鳴
門

の
大
き
な
渦
を
見
な
が
ら
明
石

海
峡
大
橋
を
越
え
、
高
知
に
着

い
た
。

翌
日
、
安
岡
さ
ん
（
橋
本
洋

子
さ
ん
の
友
人
）
に
案
内
し
て

い
た
だ
き
、
安
芸
市
に
あ
る
先

生
の
、
今
は
畑
と
な
っ
て
い
る

生
家
跡
地
へ
行
っ
た
。
そ
の
後
、

小
高
い
丘
の
上
に
あ
る
南
国
土

佐
の
美
し
い
太
平
洋
の
海
岸
線

が
一
望
で
き
る
、
尾
崎
家
の
お

墓
を
訪
れ
た
。
静
岡
か
ら
持
っ

て
き
た
青
い
デ
ル
フ
ィ
ニ
ュ
ウ

ム
の
花
を
手
向
け
、
副
会
長
の

桜
井
孝
順
さ
ん
が
丁
寧
な
お
経

を
あ
げ
た
。
そ
の
夜
、
こ
の
旅

を
お
世
話
し
て
下
さ
っ
た
高
知

の
人
々
と
親
睦
の
楽
し
い
時
を

過
ご
し
た
。

最
終
日
は
高
知
県
庁
を
訪
問

し
、
教
育
長
に
静
岡
県
教
育
長

と
磐
田
市
教
育
長
の
親
書
を
手

渡
し
た
。
あ
わ
せ
て
、
持
参
し

た
ビ
デ
オ
「
ド
カ
中
賛
歌
・
尾

崎
楠
馬
物
語
」
を
皆
さ
ん
に
見

て
い
た
だ
い
て
、
そ
の
中
に
流

れ
る
尾
崎
先
生
の
熱
い
想
い
を

理
解
し
て
い
た
だ
い
た
。

帰
路
は
又
バ
ス
に
十
時
間
、

見
性
寺
に
着
い
た
頃
に
は
日
は

す
っ
か
り
暮
れ
て
い
た
。

こ
の
高
知
に
来
て
、
南
国
の

強
い
太
陽
、
打
ち
寄
せ
る
黒
潮

の
波
の
強
さ
に
接
し
た
。
桂
浜

に
建
つ
坂
本
龍
馬
の
像
を
見
た

時
、
私
は
、
尾
崎
先
生
が
こ
う

し
た
環
境
の
下
で
幼
少
期
を
過

ご
し
、
強
靱
な
意
志
力
と
熱
い

血
潮
を
育
ん
だ
こ
と
が
、
後
に

見
付
中
学
と
磐
田
南
高
校
の
創

設
に
大
き
く
貢
献
し
、
今
な
お

私
達
に
大
き
な
感
動
を
残
し
て

く
れ
た
も
の
と
感
じ
た
。

旅
の
途
中
で
、
尾
崎
先
生
の

お
墓
を
三
十
年
間
守
り
続
け
て

下
さ
っ
た
清
水
豊
翠
さ
ん
が
、

私
の
亡
き
母
と
女
学
校
時
代
の

親
し
い
友
人
だ
っ
た
こ
と
が
わ

か
り
、
そ
の
偶
然
の
出
会
い
が
、

こ
の
旅
の
想
い
を
私
に
と
っ
て

一
層
深
い
も
の
に
し
た
。

本
年
度
の
同
窓
会
総
会
の
会

場
一
隅
に
展
示
さ
れ
大
き
な
話

題
を
呼
ん
だ
母
校
校
歌
の
扁
額

が
は
ぐ
ま
会
館
会
議
室
に
掲
げ

ら
れ
て
い
る
。
校
歌
を
清
書
し

た
の
は
南
高
４
回
卒
鈴
木
徳
義

（
汀
雲
）
さ
ん
で
、
母
校
Ｏ
Ｂ
の

書
道
愛
好
者
で
作
る
は
ぐ
ま
楽

書
会
の
三
月
の
展
示
会
に
出
展

さ
れ
た
労
作
で
あ
る
。
こ
の
度

同
窓
会
長
を
通
し
て
母
校
に
寄

贈
さ
れ
た
。
は
ぐ
ま
会
館
で
勉

強
す
る
後
輩
に
と
っ
て
大
き
な

励
ま
し
と
な
る
で
あ
ろ
う
。

は
ぐ
ま
会
館
に

校
歌
歌
詩
の
扁
額

大
き
な
影
響
を
受
け
た

二
つ
の
言
葉

お
知
ら
せ

高
知
訪
問
特
別
号
を
発
刊

い
た
し
ま
し
た
。
関
連
記
事

は
そ
ち
ら
を
御
覧
下
さ
い
。

初
代
校
長
尾
崎
楠
馬
先
生
の
生
誕
地
を
訪
ね
て

高
知
　
心
の
旅

副
会
長
　
高
20
回
　
原
田
康
代

印
刷
を
文
化
と
し
て

確
立
し
た
い

高
９
回

足
立
直
樹

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

中
央
大
学
法
学
部
卒

凸
版
印
刷
㈱
代
表
取
締
役
社
長

（

）

開国150年記念展

西洋が伝えた日本
日本が描いた異国

2004年9月11日（土）～12月12日（日） 於 印刷博物館
東京都文京区水道1丁目3番3号　トッパン小石川ビル

印
刷
を
文
化
と
し
て

確
立
す
る
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二
〇
二
五
年
に
は
六
五
才
以

上
の
人
口
が
全
人
口
の
二
八
パ

ー
セ
ン
ト
を
占
め
、
寝
た
き
り

の
人
は
三
百
万
人
以
上
に
な
る

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

今
は
保
健
師
と
し
て
企
業
な

ど
で
健
康
相
談
を
受
け
る
仕
事

を
し
て
い
ま
す
。
対
象
は
四
、

五
十
代
の
男
性
が
中
心
で
す
。

彼
ら
に
共
通
す
る
も
の
は
酒
、

タ
バ
コ
、
遅
く
て
多
め
の
夕
食
、

運
動
不
足
で
す
。
そ
の
結
果
、

不
健
康
度
確
定
診
断
に
な
っ
て

し
ま
う
の
は
残
念
な
事
で
す
。

大
病
を
経
験
し
た
あ
る
噺
家

は
、「
生
き
る
こ
つ
は
欲
し
い
物

は
買
わ
な
い
で
、
い
る
物
だ
け

買
う
」
と
示
唆
に
富
む
発
言
を

し
て
い
ま
す
。

自
分
の
足
で
し
っ
か
り
立
ち

背
す
じ
を
伸
ば
し
て
軽
や
か
に

歩
く
。
余
暇
は
社
会
福
祉
活
動

の
為
に
使
う
事
に
喜
び
を
感
じ

る
。
私
達
は
そ
の
様
な
新
老
人

に
な
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

欲
し
い
だ
け
食
べ
な
い
で
、

い
る
分
だ
け
食
べ
、
何
事
も
お

っ
く
う
が
ら
ず
に
よ
く
動
く
習

ア
テ
ネ
五
輪
は
、
一
九
七
六

年
モ
ン
ト
リ
オ
ー
ル
五
輪
以
来

二
十
八
年
ぶ
り
に
、
国
別
メ
ダ

ル
獲
得
数
が
世
界
ベ
ス
ト
５
入

り
し
ま
し
た
。
金
16
、
メ
ダ
ル

合
計
37
個
は
す
ば
ら
し
い
。

選
手
が
ひ
た
む
き
に
練
習
を

積
み
重
ね
、
組
織
的
に
科
学
的

に
体
を
鍛
え
、
技
術
を
向
上
さ

せ
、
心
が
た
く
ま
し
く
成
長
し

た
結
果
だ
と
思
い
ま
す
。

さ
て
、
私
た
ち
中
高
年
を
は

じ
め
高
齢
者
に
と
っ
て
、
世
界

の
最
高
記
録
を
競
う
五
輪
選
手

に
は
及
ば
な
い
に
し
て
も
、「
健

康
」
を
維
持
し
、
生
活
習
慣
病

を
よ
せ
つ
け
な
い
健
康
な
心
身

を
保
つ
こ
と
は
重
要
な
こ
と
で

す
。
そ
こ
で
、
各
方
面
で
活
躍

さ
れ
る
同
窓
会
員
に
「
健
康
法
」

を
伺
い
ま
し
た
。

慣
を
つ
け
、
体
重
計
に
小
ま
め

に
乗
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。
ち
な

み
に
二
十
才
の
頃
の
体
重
が
ベ

ス
ト
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

肥
満
は
病
気
の
原
因

運
動
を
一
時
間
行
っ
た
時
の

消
費
カ
ロ
リ
ー
で
す
。
毎
日
実

行
で
き
る
軽
い
運
動
を
継
続
し

ま
し
ょ
う
。

私
の
身
体
は
、
特
に
頑
健
だ
と

言
う
訳
で
は
な
い
。
時
に
は
人
並

み
に
、
風
邪
を
ひ
い
た
り
胃
を
痛

め
た
り
す
る
こ
と
だ
っ
て
あ
る
。

そ
ん
な
私
だ
が
、
十
年
程
前
か
ら

百
キ
ロ
・
ウ
ル
ト
ラ
マ
ラ
ソ
ン
に

挑
戦
し
続
け
て
い
る
。
そ
れ
に
今

年
は
、
田
子
浦
港
か
ら
富
士
山
頂

往
復
マ
ラ
ニ
ッ
ク
に
挑
む
こ
と
に

し
て
い
る
。
思
い
の
外
、
頑
丈
に

出
来
て
い
る
の
だ
ろ
う
。

と
も
か
く
も
健
康
は
、「
食
」
と

「
気
」
で
あ
る
と
私
は
考
え
て
い
る
。

特
に
、
食
は
健
康
の
重
要
な
要

素
だ
。
も
と
よ
り
人
間
は
、
栄
養

と
い
う
薬
効
を
求
め
て
食
を
多
彩

な
も
の
に
し
て
き
た
。
と
こ
ろ
が
、

食
へ
の
不
安
を
煽
り
立
て
る
事
件

が
続
い
て
、
消
費
者
の
心
理
は
す

っ
か
り
変
わ
っ
て
し
ま
っ
た
。「
こ

ん
な
履
歴
だ
か
ら
心
配
あ
り
ま
せ

ん
」
と
、
証
明
し
な
け
れ
ば
安
心

で
き
な
く
な
っ
た
の
だ
。
日
本
人

は
や
っ
と
、
本
物
と
は
何
か
に
気

付
き
始
め
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

そ
の
食
よ
り
も
、
健
康
に
と
っ

て
も
っ
と
大
切
な
も
の
が
あ
る
。

人
間
は
生
き
る
目
標
が
な
く
な
る

と
、
急
に
呆
け
っ
ぽ
く
な
る
。
目

は
空
ろ
に
な
る
し
、
日
常
の
茶
飯

事
さ
え
疎
か
に
な
る
。
も
ち
ろ
ん

目
標
と
い
う
「
気
」
を
失
っ
て
は
、

心
身
の
健
康
も
お
ぼ
つ
か
な
く
な

る
だ
ろ
う
。
だ
か
ら
私
は
、
大
小

の
目
標
を
と
り
ま
ぜ
て
次
々
と
そ

の
実
現
に
邁
進
す
る
こ
と
に
し
て

い
る
。
百
キ
ロ
マ
ラ
ソ
ン
を
走
る

こ
と
が
健
康
の
た
め
に
な
る
か
否

か
は
多
少
疑
問
だ
が
、
限
り
な
き

挑
戦
こ
そ
が
健
康
の
秘
訣
だ
と
心

得
て
い
る
。
人
は
死
ぬ
そ
の
時
ま

で
、
目
標
を
持
ち
続
け
た
い
も
の

で
あ
る
。

・
・

肥満者（BMI≧25）の割合の割合－男性－ 

資料：厚生労働省健康局「国民栄養調査」（2002年） 
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運動の種類 

自転車（10km/h） 

急ぎ足（通勤、買い物） 

階段昇降 

水泳（クロール） 

ジョギング（160m/分） 

男性60kg 

160 

210 

280 

1200 

510

男性70kg 

180 

250 

320 

1400 

600

女性50kg 

130 

170 

220 

980 

420

女性60kg 

150 

210 

270 

1170 

500

▲ウルトラマラソンにチャレンジ

▲自家製の天然蜂蜜

��
��
��
��
��
��

高
18
回
　
川
島
安
一 

目
標
に
向
か
っ
て
走
り
続
け
る
こ
と 

去
る
二
月
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
テ
レ
ビ

ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
現
代
が
『
始

ま
っ
た
統
合
医
療
』
と
い
う
テ

ー
マ
で
、
医
療
の
新
し
い
変
化

に
つ
い
て
報
道
し
ま
し
た
。

『
内
容
』
｜
今
や
ア
メ
リ
カ
・

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
医
療
に
、
西
洋

医
学
（
現
代
医
学
）
以
外
の
代

替
療
法
（
各
種
伝
統
医
療
や
民

間
療
法
）
が
取
り
入
れ
ら
れ
よ

う
と
し
て
い
る
。

『
二
十
一
世
紀
の
医
療
は
西
洋

医
学
だ
け
で
な
く
代
替
医
療
も

併
用
し
た
統
合
医
療
が
必
要
だ
』

と
し
て
、
ア
メ
リ
カ
は
、
国
家

予
算
一
億
ド
ル
を
投
入
し
、
約

十
年
間
研
究
し
多
く
の
詳
細
な

デ
ー
タ
を
集
め
た
。

そ
の
結
果
『
代
替
療
法
は
、

慢
性
疾
患
の
症
状
の
改
善
・
予

防
に
な
り
、
国
の
医
療
費
の
大

幅
削
減
に
つ
な
が
る
』
と
指
摘
。

今
は
二
〇
以
上
の
有
名
医
科
大

学
が
、
代
替
療
法
を
正
式
指
導

内
容
と
し
て
採
用
し
｜
等
々
。

さ
て
、
私
の
「
健
康
」
と
の

関
わ
り
は
、
ミ
ツ
バ
チ
で
す
。

こ
こ
三
十
三
年
間
、
趣
味
の
養

蜂
を
続
け
て
き
た
の
で
、
当
然

こ
の
間
の
我
が
家
で
は
、
砂
糖

は
一
切
使
わ
ず
、
全
て
自
家
製

天
然
蜂
蜜
を
使
用
し
て
き
ま
し

た
。あ

る
医
学
者
曰
く
「
現
代
人

の
免
疫
力
を
弱
め
て
い
る
主
な

食
品
は
三
白
だ
」
と
。
即
ち
白

米
、
白
砂
糖
、
精
製
塩
の
三
つ
。

我
が
家
は
、
以
前
か
ら
卓
上

精
米
機
で
玄
米
を
六
〜
七
分
づ

き
米
に
し
て
、
こ
れ
に
豆
や
五

穀
米
を
混
ぜ
て
炊
飯
。
塩
も
天

然
塩
を
使
用
。『
医
食
同
源
』
の

考
え
で
す
（
家
内
に
は
感
謝
）。

今
、
健
康
食
品
と
し
て
蜂
蜜

を
は
じ
め
、
ロ
ー
ヤ
ル
ゼ
リ
ー
、

プ
ロ
ポ
リ
ス
、
花
粉
、
蜂
の
子

等
が
広
く
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
ミ
ツ
バ
チ
療
法
（
蜂

針
療
法
）
は
、
ハ
ー
ブ
療
法
と

同
様
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
等
で
紀
元
前

か
ら
経
験
実
証
的
に
行
わ
れ
て

き
た
民
間
療
法
の
一
つ
で
す
。

自
律
神
経
系
の
交
感
神
経
及

び
副
交
感
神
経
両
者
の
ア
ン
バ

ラ
ン
ス
（
主
に
交
感
神
経
過
緊

張
）
が
原
因
で
、
各
種
の
慢
性

的
症
状
が
病
と
し
て
発
症
し
て

い
る
と
も
言
わ
れ
ま
す
。
Ｎ
Ｐ

Ｏ
日
本
ア
ピ
セ
ラ
ピ
イ
協
会
に

所
属
し
十
年
余
、
こ
れ
等
の
研

鑽
を
積
ん
で
き
ま
し
た
（
ア
ピ

と
は
ミ
ツ
バ
チ
、
セ
ラ
ピ
ー
は

癒
し
治
し
の
意
味
）。

世
間
に
は
膝
痛
、
腰
痛
、
肩

こ
り
、
偏
頭
痛
等
々
で
悩
む
人

へ
の
「
人
助
け
」
の
意
味
か
ら

も
全
国
の
同
志
と
共
に
、
更
に

研
究
を
深
め
て
い
く
つ
も
り
で

い
ま
す
。

��
��
��
��
��
��
��
��
��

QQ
QQ
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高
９
回
　
寺
田
幸
宏 

ミ
ツ
バ
チ
と
私
の
健
康
法 

高
2020
回
　
回
　
新
田
篤
子

新
田
篤
子 

高
20
回
　
新
田
篤
子 
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米澤康年（高20回） 

勤
務
し
始
め
て
約
30
年
近
く
が
経
つ
。

「
こ
の
間
、
病
気
で
勤
務
を
休
ん
だ
こ
と
が

な
い
」
が
自
分
の
ち
ょ
っ
と
し
た
自
慢
で

あ
る
。
こ
の
記
録
は
定
年
ま
で
続
け
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
る
。
よ
っ
て
、
こ
の

記
録
を
維
持
す
る
た
め
に
、
病
気
に
な
ら

な
い
よ
う
に
自
分
な
り
に
心
掛
け
て
い
る
。

こ
こ
２
年
余
り
は
、
勤
務
の
関
係
上
、

ア
メ
リ
カ
の
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
郊
外
で
生
活

し
て
い
る
。
朝
５
時
に
起
床
し
て
瞑
想
を

30
分
余
り
行
う
。
朝
食
に
は
玄
米
を
食
べ

る
。
抜
け
毛
防
止
に
日
々
梅
干
を
摂
る
と

い
い
と
聞
い
て
か
ら
は
、
梅
干
も
欠
か
さ

な
い
。
出
勤
前
の
着
替
え
で
は
、
タ
オ
ル

で
上
半
身
の
乾
布
摩
擦
を
す
る
。
日
に
１

万
歩
を
歩
く
。
１
万
歩
に
達
し
な
い
時
は

夕
方
散
歩
に
出
る
。
就
寝
前
に
は
学
生
時

代
に
道
場
で
習
っ
た
ヨ
ー
ガ
を
20
分
〜
30

分
ほ
ど
し
て
、
９
時
〜
10
時
に
は
床
に
就

く
。50

歳
を
過
ぎ
て
か
ら
は
、
と
に
か
く
12

時
前
に
は
床
に
就
か
な
い
と
、
翌
日
す
っ

き
り
し
た
１
日
が
過
ご
せ
な
い
。
時
間
と

空
間
が
ゆ
っ
た
り
し
て
い
る
ア
メ
リ
カ
生

活
ゆ
え
に
、
日
々
こ
の
よ
う
な
こ
と
に
取

り
組
め
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

ア
メ
リ
カ
は
、
国
民
の
半
数
以
上
が
太

り
す
ぎ
で
、
最
近
は
肥
満
は
病
気
で
あ
る

と
ま
で
政
府
が
国
民
に
警
告
を
発
し
て
い

る
。
と
に
か
く
太
っ
た
人
が
多
い
。
こ
ち

ら
の
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
を
一
巡
す
れ

ば
、
太
る
原
因
が
一
目
瞭
然
で
あ
る
。
あ

ら
ゆ
る
ジ
ャ
ン
ク
フ
ー
ド
が
並
び
、
そ
の

量
も
半
端
で
は
な
い
。
車
社
会
の
た
め
、

ほ
と
ん
ど
歩
か
な
い
。
健
康
の
大
切
さ
に

気
づ
い
た
人
々
は
、
ジ
ム
に
通
っ
た
り
オ

ー
ガ
ニ
ッ
ク
食
品
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

し
か
し
、
お
金
が
か
か
る
。
貧
し
い
人
々

は
取
り
組
め
な
い
。

健
康
面
か
ら
見
て
も

ア
メ
リ
カ
は
ま
す
ま

す
階
級
社
会
の
幅
を

広
め
て
い
る
よ
う
に

感
じ
る
。

健
康
を
保
つ
た
め
の
ハ
イ
キ
ン
グ

▲

▲ステージで講話 

僕なりの健康養生法  
高21回　橋本秀明 

 

お
気
に
入
り
の
ス
ポ
ッ
ト
を 

見
つ
け
て
散
策
を
！ 

　
そ
の
経
済
力
と
恵
ま
れ
た
風
土
、

ま
た
医
療
従
事
者
の
た
ゆ
ま
ぬ

努
力
の
お
陰
で
、日
本
は
世
界
最

長
寿
国
の
地
位
を
確
固
と
し
て

築
い
て
い
ま
す
。そ
こ
で
健
康
寿

命（
人
に
頼
ら
ず
、自
分
の
力
で

充
実
し
た
生
き
甲
斐
の
あ
る
生

活
を
過
ご
せ
る
時
間
）を
如
何
に

長
く
す
る
か
が
大
切
と
な
っ
て
き

ま
す
。そ
こ
で
日
頃
考
え
て

い
る
僕
な
り
の
健
康
養
生

法
と
い
っ
た
も
の
を
、こ
の

場
を
借
り
て
簡
単
に
お
話

し
し
た
い
と
思
い
ま
す
。 

　
個
々
人
の
体
力
・
生
活

環
境
は
当
然
異
な
っ
て
き

ま
す
か
ら
、年
相
応
の
体

力
の
把
握
が
大
事
と
な
っ

て
き
ま
す
。以
前
出
来
た

所
作
が
出
来
な
く
な
っ
た
、

昔
は
簡
単
に
こ
な
せ
た
運

動
で
動
悸
・
息
切
れ
等
を

感
じ
る
よ
う
に
な
っ
た
等

は
要
注
意
で
す
。事
前
の
準
備
体

操
・ス
ト
レ
ッ
チ
ン
グ
を
充
分
行
い
、

思
わ
ぬ
事
故
を
未
然
に
防
ぎ
ま

し
ょ
う
。 

　

　
ス
ト
レ
ス
を
少
な
く
す
る
工
夫

も
大
切
で
す
。
一
番
簡
単
に
出

来
る
の
が
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
で
す
。体

を
動
か
す
こ
と
に
よ
っ
て
ス
ト
レ
ス

の
発
散
に
も
な
り
、他
方
足
腰
の

筋
肉
の
衰
え
を
防
ぎ
、全
身
運
動

に
も
な
り
ま
す
か
ら
、体
力
の
維

持
に
も
つ
な
が
り
、一
石
二
鳥
の

効
果
が
あ
り
ま
す
。遠
州
地
方
は

風
光
明
媚
な
所
で
す
か
ら
、皆
さ

ん
既
に
お
気
に
入
り
の
ス
ポ
ッ
ト

を
お
持
ち
の
こ
と
と
思
い
ま
す
が
、

自
宅
近
く
に
穴
場
の
ス
ポ
ッ
ト
を

見
つ
け
て
、是
非
散
策
し
て
み
て

下
さ
い
。 

　
僕
は
帰
省
の
折
り
は
、母
校
の

前
の
国
分
寺
跡
を
散
策
し
た
り

し
て
い
ま
す
。 

　
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
食
事
も
大

切
で
す
。食
生
活
も
欧
米
化
し
、

そ
れ
に
伴
っ
て
以
前
は
少
な
か
っ

た
疾
患（
例
え
ば
大
腸
癌
）が
増

加
し
、疾
患
頻
度
も
欧
米
化
し
て

き
て
い
ま
す
。過
度
の
脂
肪
摂
取

を
避
け
、穀
物
・
野
菜
を
充
分
摂

取
し
ま
し
ょ
う
。 

　
適
度
の
ア
ル
コ
ー
ル
摂
取（
一
日

一
合
）は
、脳
梗
塞
や
心
筋
梗
塞

の
発
症
を
む
し
ろ
防
ぐ
効
果
が

あ
る
と
デ
ー
タ
で
示
さ
れ
る
よ
う

に
な
っ
て
い
ま
す
。た
ば
こ
の
害
は

確
立
さ
れ
て
お
り
、肺
癌
等
色
々

の
病
気
の
原
因
と
な
っ
て
い
ま
す

か
ら
、是
非
禁
煙
さ
れ
る
こ
と
を

お
勧
め
し
ま
す
。 

　
医
者
の
立
場
か
ら
言
え
ば
、病

気
は
早
期
発
見
・
早
期
治
療
が
大

事
で
す
か
ら
、単
な
る
風
邪
だ
と

思
っ
て
も
、思
わ
ぬ
重
病
が
潜
ん

で
い
る
こ
と
も
と
き
に
あ
り
ま
す

か
ら
、是
非
か
か
り
つ
け
の
お
医

者
さ
ん
に
相
談
な
さ
っ
て
下
さ
い
。 

 

橋
本
氏
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル 

東
京
大
学
に
て
医
学
博
士
号

取
得 

現
在
東
京
都
港
区
新
橋
・
ニ
ュ

ー
新
橋
ク
リ
ニ
ッ
ク
院
長 

　
物
が
溢
れ
る
飽
食
の
時
代
に

あ
っ
て
、健
全
な
食
生
活
と
は
何

で
あ
る
か
考
え
た
い
も
の
で
す
。

私
た
ち
が
食
す
る
す
べ
て
の
物
に

は
生
命
が
あ
り
、そ
の
生
命
を
大

切
に
す
る
食
事
は
、「
作
る
人
の

心
構
え
と
、い
た
だ
く
人
の
感
謝

が
あ
っ
て
い
か
さ
れ
て
く
る
も
の
で

あ
り
ま
す
」。 

　
七
五
〇
年
前
、永
平
寺
の
開
祖

道
元
禅
師
は
、食
事
に
関
す
る
二

冊
の
書
を
記
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

そ
の
一
冊
『
典
座
教
訓（
て
ん
ぞ

き
ょ
う
く
ん
）』は
、食
事
を
作
り

整
え
る
調
理
に
全
身
心
を
あ
げ

て
勤
め
よ
、そ
こ
に
は
真
の
人
間

形
成
の
道
が
あ
る
と
ま
で
示
さ
れ

て
お
り
ま
す
。 

　
さ
ら
に『
赴
粥
飯
法（
ふ
し
ゅ

く
は
ん
ぽ
う
）』一
巻
を
著
し
て
、

食
事
の
作
法
を
事
細
か
く
示
さ

れ
ま
し
た
。食
事
を
い
た
だ
く
と

い
う
こ
と
は
、一
日
の
仕
事
を
精
一

杯
さ
れ
て
こ
そ
、有
り
難
く
授
か

る
も
の
、そ
こ
に
は
感
謝
が
な
く

て
は
な
り
ま
せ
ん
。 

　
巻
頭
に
は「
法
等
食
等（
ほ
う

と
う
じ
き
と
う
）」と
い
う
考
え

方
が
記
さ
れ
て
い
ま
す
。つ
ま
り

食
事
の
正
し
い
と
き
、一
切
の
生

活
は
正
し
く
、一
切
が
正
し
い
生

活
の
と
き
は
食
事
も
ま
た
正
し

く
あ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。食
は

た
だ
、空
腹
・
栄
養
を
満
た
す
だ

け
で
な
く
、家
族
の
会
話
と
意
思

の
疎
通
で
あ
り
、慈
し
み
と
感
謝

を
大
切
に
す
る
姿
が
現
れ
て
き

ま
す
。 

　
日
々
の
生
活
の
中
に
ベ
ス
ト
を

尽
く
し
て
折
り
目
正
し
く
、油
断

の
な
い
生
活
を
す
る
よ
う
に
努
め

る
と
こ
ろ
に
自
己
完
成
の
道
が
現

れ
る
と
思
い
ま
す
。 

現
在
の
国
分
寺
公
園

▲

玄
米
、
散
歩
、
ヨ
ー
ガ
で
病
気
知
ら
ず

高
23
回
　
平
田
　
忍

吸物（ソーメン・椎茸・シソ すまし汁） 御飯（さつまいもご飯） 

▲美食、飽食は成人病に拍車をかけています。低カロリーでも、感謝でいただく精進料理は、 
　身を養い心を養う修行僧の食事です。 

漬物（タクワン、青菜） 

 

小皿 
（キャベツのゴマ酢和え） 
 

煮
物（
厚
揚
・
茄
子
ピ
ー
マ
ン
味
噌
い
た
め
） 

 

修
行
僧
の
食
事 

伝統を守り、伝統を作る 
－禅家の食事－ 

伝統を守り、伝統を作る 
－禅家の食事－ 
高17回　桜井孝順 高17回　桜井孝順 

食
事
の
正
し
い
と
き
、
生
活
も
正
し
い
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磐
田
ユ
ネ
ス
コ
会
員
に
な
っ
て
12
年
。

私
は
「
平
和
の
文
化
と
非
暴
力
の
世
紀
」

を
め
ざ
す
ユ
ネ
ス
コ
運
動
の
原
点
に
立
ち
、

自
分
に
で
き
る
こ
と
を
模
索
し
な
が
ら
活

動
を
続
け
て
い
る
。

ベ
ト
ナ
ム
と
関
わ
っ
て
５
年
、
毎
年
の

よ
う
に
ベ
ト
ナ
ム
の
チ
ェ
ン
フ
ン
Ｂ
小
学

校
を
訪
れ
て
い
る
。
児
童
数
約
２
１
０
人

の
こ
の
学
校
は
我
々
が
建
て
た
学
校
だ
と

思
う
と
愛
着
が
湧
く
。
毎
年
、
学
用
品
等

の
物
資
や
市
内
小
学
生
の
手
紙
、
絵
画
等

を
持
っ
て
友
好
訪
問
。
手
紙
に
は
「
ベ
ト

ナ
ム
に
行
っ
て
み
た
い
、
い
っ
し
ょ
に
遊

ん
で
み
た
い
」
と
い
う
言
葉
が
あ
り
、
未

知
の
国
の
子
供
達
へ
の
親
近
感
や
期
待
感

が
窺
わ
れ
る
。
こ
の
感
情
は
国
際
交
流
の

芽
だ
と
思
う
し
、
こ
の
芽
を
大
切
に
育
て

た
い
。

そ
こ
で
今
年
度
は
「
親
子
連
れ
ベ
ト
ナ

ム
ツ
ア
ー
」
を
企
画
し
実
施
。
小
中
高
の

学
生
15
名
を
含
め
、
36
人
の
訪
問
団
を
結

成
。
現
地
小
学
生
70
人
の
中
に
加
わ
り
、

大
交
流
を
行
っ
た
。
日
本
の
遊
び
は
ベ
ト

ナ
ム
で
も
遊
ん
で
お
り
、
ジ
ャ
ン
ケ
ン
ゲ

ー
ム
で
盛
り
上
が
っ
た
後
、
シ
ャ
ボ
ン
玉
、

竹
と
ん
ぼ
、
な
わ
と
び
、
折
紙
、
卓
球
、

サ
ッ
カ
ー
と
自
分
の
好
き
な
グ
ル
ー
プ
に

入
り
大
い
に
楽
し
ん
だ
。
そ
の
後
は
ベ
ト

ナ
ム
の
子
供
達
の
歌
や
踊
り
を
見
、
ベ
ト

ナ
ム
料
理
を
頂
い
た
。
そ
の
国
の
文
化
や

習
慣
を
直
接
肌
で
感
じ
取
り
な
が
ら
交
流

す
る
こ
と
で
、
他
を
受
け
入
れ
他
を
思
い

や
る
心
が
育
て
ら
れ
る
。
言
葉
は
通
じ
な

く
て
も
共
に
学
び
共
に
楽
し
む
こ
と
は
非

常
に
重
要
な
こ
と
だ
。
こ
う
し
た
活
動
も

平
和
だ
か
ら
こ
そ
で
き
る
こ
と
。
平
和
の

大
切
さ
に
も
や
が
て
気
づ
こ
う
。

ベ
ト
ナ
ム
の
ゆ
っ
た
り
と
流
れ
る
時
間

の
中
で
、
国
際
交
流
を
楽
し
み
、
時
に
は

自
分
を
省
み
る
こ
と
も
必
要
だ
ろ
う
。

こ
の
よ
う
な
機
会
を
つ
く
る
こ
と
が
、

こ
れ
か
ら
の
国
際
社
会
で
活
躍
す

る
人
づ
く
り
に
大
い
に

役
立
つ
も
の
と
考

え
る
。

私
が
学
生
の
頃
「
ト
リ
ス
を

飲
ん
で
ハ
ワ
イ
に
行
こ
う
」
と

い
う
Ｃ
Ｍ
が
流
行
り
ま
し
た
。

ハ
ワ
イ
が
憧
れ
だ
っ
た
時
代
で

す
。
そ
し
て
南
高
の
卒
業
ア
ル

バ
ム
に
「
バ
ー
ブ
ラ
を
聴
い
て

ブ
ラ
ジ
ル
に
行
こ

う
」
と
書
き
ま
し

た
。
当
時
、
磐
田

で
、
ブ
ラ
ジ
ル
の

事
で
騒
い
で
い
た
少
年
は
私
以

外
に
は
少
数
で
し
た
。

現
在
、
無
名
だ
っ
た
バ
ー
ブ

ラ
・
ス
ト
ラ
イ
サ
ン
ド
は
大
ス

タ
ー
と
な
り
、
私
の
ブ
ラ
ジ
ル

熱
は
未
だ
冷
め
や
り
ま

せ
ん
。
私
は
30

有
余
年
、

東
京

で
ブ
ラ
ジ
ル
関
係
の
仕
事
を

し
、
民
間
外
交
で
少
し
は
お
役

に
立
て
た
か
と
思
っ
て
い
ま

す
。
90
年
代
に
入
り
、
日
本
在

住
の
ブ
ラ
ジ
ル
人
が
急
増
し
た

頃
、
私
は
偶
然
、
言
葉
が
通
じ

ず
、
コ
ン
ビ
ニ
で
困
っ
て
い
た

ブ
ラ
ジ
ル
人
達
と
出
会
い
ま
し

た
。
結
果
、
日
曜
の
午
前
中
に

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
、
彼
等

の
働
い
て
い
る
工
場
の
一
室
を

借
り
、
日
本
語
を
教
え
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、
５

年
間
、
酷
暑
の
夏
も
極
寒
の
冬

も
、
日
曜
を
日
本
語
の
先
生
と

し
て
過
ご
し
ま
し
た
。
良
き
思

い
出
で
す
。

あ
る
賢
人
は
「
よ
り
多
く
与

え
る
者
が
よ
り
多
く
受
け
取
る

者
で
あ
る
」
と
言
い
ま
し
た
。

ブ
ラ
ジ
ル
人
と
の
交
流
で
、
私

は
ほ
ん
の
少
し
だ
け
与
え
る
事

が
出
来
た
と
思
い
ま
す
。
そ
し

て
、
私
は
そ
の
何
倍
も

の
喜
び
や
生
き
が
い
を

確
か
に
受
け
取
ら
せ
て

頂
き
ま
し
た
。
有
難
い

事
で
す
。

こ
の
秋
、
私
は
子
供
の
頃
の

夢
を
実
現
す
る
為
ブ
ラ
ジ
ル
に

旅
立
ち
ま
す
。
私
が
愛
し
て
や

ま
な
い
ブ
ラ
ジ
ル
で
、
さ
さ
や

か
な
国
際
協
力
が
続
け
ら
れ
た

ら
幸
せ
で

す
。
勿
論
バ

ー
ブ
ラ
を
聴

き
な
が
ら
。

青
年
海
外
協

力
隊
員
と
し
て

東
ア
フ
リ
カ
の
玄
関

口
で
あ
る
ケ
ニ
ア
に
降
り

立
っ
た
の
は
、
平
成
12
年
７
月
。

ケ
ニ
ア
の
人
々
の
力
に
な
り
た
い
、
い
や
そ

れ
以
上
に
彼
ら
か
ら
学
び
た
い
と
い
う
思
い

が
大
き
か
っ
た
。

所
属
先
は
日
本
の
中
学
３
年
生
か
ら
高
校

３
年
生
に
当
た
る
中
高
等
学
校
で
あ
り
、
私

は
数
学
と
生
物
を
担
任
し
た
。
ど
の
子
も
同

じ
顔
に
見
え
、
名
前
と
顔
を
一
致
さ
せ
る
の

に
必
死
で
あ
っ
た
。
生
徒
は
概
し
て
恥
ず
か

し
が
り
屋
で
消
極
的
に
見
え
た
。

と
こ
ろ
が
私
に
慣
れ
た
生
徒
は
、
嘘
を
つ
く
よ

う
に
な
っ
た
。
宿
題
や
名
前
を
ご
ま
か
さ
れ
、
失

望
感
で
い
っ
ぱ
い
に
な
っ
た
。
ま
た
、
同
僚
教
師

の
中
に
は
、
生
徒
に
煙
草
を
買
い
に
行
か
せ
た
り
、

授
業
を
後
回
し
に
し
て
職
員
室
で
談
話

を
楽
し
ん
だ
り
す
る
人
が
い
て
、
注
意

し
て
も
何
か
と
言
い
訳
を
し
た
。
私
の

志
気
は
低
下
し
、
異
国
の
地
で
教
壇
に

立
つ
難
し
さ
を
実
感
し
、
何
で
自
分
は

こ
こ
に
い
る
の
だ
ろ
う
と
思
っ
た
。

け
れ
ど
も
そ
れ
以
上
に
喜
び
も
あ
っ

た
。
一
生
懸
命
勉
強
に
取
り
組
ん
で
い
る
生

徒
の
姿
で
あ
る
。
教
科
書
は
な
く
て
も
、
大

学
入
学
と
い
う
次
の
目
標
に
向
か
っ
て
日
々

勉
強
を
し
て
い
る
。
貧
困
か
ら
脱
出
で
き
る

唯
一
の
方
法
で
あ
る
。
土
曜
日
の
午
前
中
は
、

高
学
年
の
自
習
勉
強
が
あ
っ
た
。
早
朝
６
時

半
に
は
登
校
し
、
薄
暗
い
教
室
で
こ
れ
ま
で

の
復
習
に
取
り
組
ん
で
い
る
生
徒
の
姿
に
は

驚
い
た
。
大
学
進
学
す
る
子
は
ほ
ん
の
一
握

り
で
あ
る
。
電
気
も
水
も
無
い
中
で
、
未
来
に

多
く
の
希
望
を
託
し
、
問
題
を
一
生
懸
命
解

い
て
い
た
。
教
育
が
彼
ら
に
夢
を
与
え
て
い

た
。
こ
の
子
供
た
ち
の
未
来
に
対
す
る
可
能

性
に
応
え
る
た
め
に
、
も
っ
と
教
育
を
変
え
た
い

と
痛
感
し
た
。

私
は
、
今
ア
メ
リ
カ
の
大
学
院
で
途
上
国
の
教

育
政
策
に
つ
い
て
の
研
究
を
行
っ
て
い
る
。
子
供

に
は
夢
を
持
っ
て
生
き
て
欲
し
い
。
そ
れ
が
今
の

私
を
駆
り
立
て
て
い
る
。

成
田
空
港
開
港
の
年
に
こ
の

業
界
に
入
り
、
多
く
の
国
の

人
々
に
会
う
機
会
に
恵
ま
れ
ま

し
た
。
ま
だ
20
代
の
こ
ろ
、
以

前
の
会
社
で
旅
客
担
当
の
仕
事

を
し
て
い
た
時
の
こ
と
で
す
。

救
急
患
者
の
発
生
で
日
本
上
空

を
通
過
す
る
は
ず
の
便
が
成
田

に
緊
急
着
陸
し
て
き
ま
し
た
。

急
患
は
ユ
ダ
ヤ
系
ア
メ
リ
カ
人

の
老
人
で
心
臓
発
作
で
し
た
。

私
は
上
司
の
指
示
で
患
者
と

そ
の
奥
さ
ん
の
世
話
の
た
め
、

東
京
の
病
院
ま
で
救
急
車
に
同

乗
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

翌
日
、
病
院
に
突
然
ジ
ョ
セ

フ
・
シ
ム
キ
ン
と
い
う
日
本
ユ

ダ
ヤ
人
協
会
会
長
と
名
乗
る
人

が
現
れ
ま
し
た
。
文
化
風
土
の

違
い
に
困
っ
て
い
る
で
あ
ろ
う

患
者
と
奥
さ
ん
を
世
話
す
る
た

め
に
や
っ
て
来
た
そ
う
で
す
。

20
年
以
上
も
後
に
偶
然
新
聞

で
知
る
こ
と
に
な
る
の
で
す
が
、

こ
の
方
は
ポ
ー
ラ
ン
ド
系
の
ユ

ダ
ヤ
人
で
自
身
の
生
命
の
危
険

も
顧
み
ず
、
ナ
チ
ス
占
領
下
の

ポ
ー
ラ
ン
ド
国
内
に
最
後
ま
で

残
り
、
何
千
と
い
う
ユ
ダ
ヤ
人

同
朋
を
シ
ベ
リ
ア
経
由
で
日
本

へ
逃
が
し
続
け
て
い
ま
し
た
。

そ
の
間
に
は
、
彼
の
家
族
は
彼

を
残
し
て
全
員
が
ナ
チ
ス
の
強

制
収
容
所
の
ガ
ス
室
で
殺
さ
れ

て
し
ま
い
ま
す
。
彼
自
身
は
ほ

と
ん
ど
奇
跡
と
し
か
言
い
様
の

な
い
状
況
下
で
生
き
延
び
、
日

本
ま
で
逃
れ
て
き
ま
す
。
あ
の

和
製
シ
ン
ド
ラ
ー
と
い
わ
れ
て

い
る
杉
原
知
畝
と
も
深
い
関
係

が
あ
っ
た
よ
う
で
す
。

私
が
会
っ
た
シ
ム
キ
ン
氏
は

と
て
も
穏
や
か
な
風
貌
の
老
人

で
、
そ
の
容
姿
か
ら
は
そ
ん
な

大
変
な
過
去
は
微
塵
も
感
じ
さ

せ
ま
せ
ん
で
し
た
。

前
述
の
救
急
患
者
の
奥
さ
ん

は
文
化
も
言
葉
も
違
う
国
に
突

然
ほ
う
り
込
ま
れ
て
パ
ニ
ッ
ク

に
陥
っ
て
い
ま
し
た
し
、
日

本
人
の
私
で
も
納
得
の
い
か

な
い
よ
う
な
病
院
側
の
対
応

に
怒
り
を
露
わ
に
し
て
い
ま

し
た
。
シ
ム
キ
ン
氏
は
そ
ん
な

状
況
下
で
も
、
常
に
冷
静
に
し

か
も
粘
り
強
く
対
応
し
、
日
本

人
と
ア
メ
リ
カ
人
（
ユ
ダ
ヤ
人
）

の
考
え
方
の
違
い
を
よ
く
踏
ま

え
た
上
で
事
に
あ
た
っ
て
い
た

の
が
と
て
も
印
象
的
で
し
た
。

新
米
の
空
港
職
員
だ
っ
た
私

が「
将
来
は
こ
の
人
の
よ
う
な

国
際
人
に
な
り
た
い
」と
、
な
ん

と
な
く
思
っ
た
の
を
今
で
も
記

憶
し
て
い
ま
す
。
い
ろ
ん
な
国

の
人
が
日
々
行
き
交
う
国
際
空

港
で
は
、
文
化
の
違
い
か
ら
く

る
問
題
が
よ
く
起
こ
り
ま
す
。

そ
ん
な
時
に
は
、今
で
も
あ
の

日
の
国
際
人
シ
ム
キ
ン
氏
の
こ

と
が

時
折
頭
に

浮
か
ん
で
き
ま
す
。

彼
の
よ
う
な
人
が
も
っ
と
大

勢
い
た
ら
世
界
平
和
は
そ
ん
な

に
困
難
で
は
な
い
と
、
つ
く
づ

く
思
い
ま
す
。
世
界
貢
献
な
ど

と
大
層
な
事
は
で
き
な
く
て
も
、

せ
め
て
異
文
化
を
理
解
す
る
こ

と
か
ら
始
め
よ
う
か
と
も
。

戦
後
、
貿
易
の
仕
事
で
財
を

成
し
た
シ
ム
キ
ン
氏
で
す
が
、

今
は
横
浜
の
外
人
墓
地
で
永
眠

さ
れ
て
い
ま
す
。

▲紙飛行機とばしで交流

ベ
ト
ナ
ム
小
学
校
と
の
国
際
交
流

高
６
回
　
馬
淵
教
子国

際
人
と
し
て
生
き
た
シ
ム
キ
ン
氏

高
25
回
　

山

昭
造

子供たちの未来に応えるために
高47回　大場麻代

バ
ー
ブ
ラ
を
聴
い
て
ブ
ラ
ジ
ル
へ

高
18
回
　
岩
尾
　
陽

国際貢献
私 た ち の  
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代  表　岡  村  文  芳（高33回） 
有玉店 浜松市西ヶ崎町1905-1 

TEL：053-433-0225
磐田店 磐田市鳥之瀬139-2 

TEL：0538-35-2773

ヤマハ㈱　特約楽器店 

tel：0538-32-9035　fax:0538-35-0568 
http://www.sohgakusya.co.jp/

石 川　勝 康（高25回） 

㈱　創　楽　社 
地域に密着した医療を目指します 

一般及び寝たきり老人 往診応需 

内科・小児科　木佐森医院 
院長　木佐森正樹（高25回） 

〒438-0077 磐田市国府台55－1 
 TEL.0538－32－2555

〈
著
作
及
び
寄
贈
〉

▼
野
口
在
色
と
談
林
十
百
韻

寺
田
良
毅
（
高
12
回
）

▼
正
太
と
ば
あ
ち
ゃ
んHishom

eground

向
田
美
恵
子（
高
18
回
）

▼
母
よ
妻
よ
子
ら
よ
我
老
い
た
り

関
　
吉
太
郎（
中
１
回
）

▼
中
国
主
要
地
名
辞
典
　
随
宋
金

鈴
木
哲
雄
（
高
５
回
）

▼
し
あ
わ
せ
の
角
度
ひ
と
つ
の
い
の
ち

山
本
瓔
子
（
高
８
回
）

▼
天
台
宗
蓮
華
寺

鈴
木
小
英
（
高
５
回
）

▼
ス
ロ
ー
な
気
分
で
生
き
て
み
た
ら

川
島
安
一
（
高
18
回
）

▼
陰
陽
師
10

大
裳

吉
崎
久
子
（
高
25
回
）

▼
遊
と
行
Ⅷ石

川
博
敏
（
中
４
回
）

▼
あ
の
日
、
広
島
と
長
崎
で

宮
島
俊
彦
（
高
４
回
）

▼
禅
の
心
で
家
庭
料
理

櫻
井
孝
順
（
高
17
回
）

▼
会
話
で
覚
え
る
中
国
語
８
８
８

古
川
典
代
（
高
31
回
）

浜
名
湖
花
博
は
、
私
が
ス
ズ

キ
㈱
か
ら
静
岡
国
際
園
芸
博
覧

会
協
会
に
出
向
し
た
１
９
９
８

年
の
４
月
か
ら
、
６
年
か
け
て

準
備
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

私
は
主
に
ソ
フ
ト
の
分
野
を

担
当
し
、
展
示
計
画
か
ら
始
め

て
、
海
外
の
庭
園
出
展
、
会
場

管
理
運
営
、
催
事
、
会
場
内
営

業
、
入
場
券
販
売
企
画
な
ど
を

行
い
、
組
織
が
大
き
く
な
る
と

と
も
に
、
バ
ト
ン
タ
ッ
チ
し
て
、

開
幕
前
か
ら
広
報
の
仕
事
を
行

っ
て
き
ま
し
た
。

静
岡
県
は
花
の
生
産
で
は
上

位
に
あ
り
ま
す
が
、
消
費
、
つ

ま
り
花
の
文
化
に
触
れ
る
こ
と

で
は
、
残
念
な
が
ら
下
位
に
あ

り
ま
す
。

こ
の
機
会
に
で
き
る
だ
け
多

く
の
国
内
外
の
花
情
報
に
触
れ

て
い
た
だ
き
、
ま
ず
自
分
の
部

屋
か
ら
、
庭
か
ら
、
公
共
の
場

ま
で
、
花
の
あ
る
潤
い
の
あ
る

生
活
を
考
え
て
い
た
だ
こ
う
と
、

テ
ー
マ
を
「
花
・
緑
・
水
〜
新

た
な
暮
ら
し
の
創
造
」
と
し
て

開
催
し
ま
し
た
。

従
っ
て
花
・
緑
の
種
類
や
配

置
を
楽
し
ん
で
い
た
だ
く
こ
と

に
主
眼
を
置
き
、
６
０
０
０
品

種
の
花
を
お
見
せ
し
、
過
去
の

花
博
に
な
い
最
大
ボ
リ
ュ
ー
ム

の
５
０
０
万
株
の
花
を
植
え
て

お
客
様
を
迎
え
ま
し
た
。

こ
の
花
博
で
、
改
め
て
花
の

文
化
に
理
解
を
深
め
て
、
新
た

な
チ
ャ
レ
ン
ジ
を
し
て
い
た
だ

け
た
ら
、
開
催
し
た
甲
斐
が
あ

り
ま
す
。
お
楽
し
み
い
た
だ
け

ま
し
た
で
し
ょ
う
か
？

ご
来
場
い
た
だ
き
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

鈴
木
晃
氏
は
、

教
員
退
職
後
、
身

近
な
自
然
の
風
景

を
撮
り
続
け
、
見

る
人
に
多
く
の
感

動
を
与
え
て
い
ま

す
。
下
の
写
真
は

全
日
本
写
真
コ
ン

テ
ス
ト
に
入
選
し

た
時
の
も
の
で
す
。

氏
よ
り
次
の
よ

う
な
コ
メ
ン
ト
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

「
私
は
退
職
後
、
趣

味
と
し
て
写
真
を

写
し
て
き
ま
し
た
。

健
康
維
持
も
考
え

自
然
の
風
景
写
真

で
す
。
そ
れ
も
、

で
き
る
だ
け
人
間

の
手
の
入
っ
て
い

な
い
樹
林
や
渓
谷
、
野
原
な
ど

の
風
景
で
す
。

私
達
の
周
囲
に
は
、
ま
だ
ま

だ
豊
か
な
自
然
が
た
く
さ
ん
あ

る
ん
だ
と
い
う
こ
と
を
、
多
く

の
人
に
知
っ
て
も
ら
い
た
い
と

思
っ
て
い
る
か
ら
で
す
。

昨
年
は
磐
田
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ

ル
な
ど
３
ヶ
所
で
、『
樹
林
の

四
季
』
と
い
う
個
展
を
開
催
い

た
し
ま
し
た
。
次
回
は
『
水
の

譜
』
と
い
う
個
展
を
予
定
し
て

い
ま
す
。

夢
を
持
ち
続
け
な
が
ら
頑
張

る
の
が
健
康
の
秘
訣
か
と
も
思

え
る
昨
今
で
す
」。

皆
様
も
是
非
一
度
、
鈴
木
氏

の
個
展
に
足
を
お
運
び
下
さ

い
。
心
震
え
る
よ
う
な
清
新
な

思
い
に
満
た
さ
れ
ま
す
。

Ｏ
Ｂ
文
庫

平
成
15
年
８
月
〜
16
年
７
月

浜
名
湖
花
博
を
終
え
て

橋
本
　
茂
（
高
12
回
）▲百華園（5月珠の園）

▲花の美術館（8月）

自然との交流 鈴木晃氏（高6回）の写真に触れて

ペ
ッ
ト
事
情

昨
今
の
ペ
ッ
ト
ブ
ー
ム
で
愛

犬
家
の
数
は
一
段
と
増
え
て
い

ま
す
。
そ
こ
で
今
回
、
同
窓
生

で
獣
医
を
し
て
い
る
鈴
木
先
生

よ
り
、
犬
の
痴
呆
に
つ
い
て
教

え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

大
切
な
家
族
の
一
員
で
あ
る

ワ
ン
ち
ゃ
ん
た
ち
と
最
後
ま
で

幸
せ
に
過
ご
し
た
い
も
の
で
す
。

高
28
回
　
鈴
木
宏
直

獣
医
療
の
進
歩
や
飼
育
環
境
の

改
善
等
に
よ
り
、
犬
の
高
齢
化
が

顕
著
に
な
り
、
老
化
に
伴
う
種
々

の
疾
患
が
問
題
に
な
る
こ
と
が
増

え
て
き
ま
し
た
。
特
に
飼
主
と
の

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
と
れ
な

く
な
っ
た
り
、
犬
を
コ
ン
ト
ロ
ー

ル
す
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
る

「
犬
の
痴
呆
」
は
、
近
隣
へ
の
迷

惑
や
飼
主
の
睡
眠
を
妨
げ
た
り
す

る
問
題
へ
と
、
発
展
す
る
場
合
も

少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
痴
呆
の
徴

候
を
早
期
に
発
見
す
る
こ
と
が
、

そ
の
進
行
を
遅
ら
せ
る
鍵
と
な
り

ま
す
。
痴
呆
の
主
な
徴
候
と
し
て

は
、
次
の
よ
う
な
行
動
変
化
が
あ

り
ま
す
の
で
チ
ェ
ッ
ク
し
て
み
て

下
さ
い
。

１．

見
当
識
障
害

①
良
く
知
っ
て
い
る
場
所
で
道

に
迷
う
。

②
機
敏
さ
や
警
戒
心
が
低
下
し

無
目
的
な
動
き
を
す
る
。

③
壁
や
空
間
を
じ
っ
と
見
つ
め

て
い
る
。

２．

相
互
反
応
の
変
化

①
家
族
を
喜
ん
で
迎
え
な
い
。

②
撫
で
た
り
抱
き
上
げ
て
も
喜

ば
な
い
。

③
飼
主
の
関
心
を
ひ
こ
う
と
し

な
い
。

３．

睡
眠
、
行
動
の
変
化

①
昼
寝
が
増
え
た
り
夜
間
眠
ら

な
く
な
る
。

②
夜
間
に
徘
徊
を
す
る
。

③
夜
間
に
意
味
も
な
く
単
調
に

鳴
き
続
け
る
。

４．

家
庭
の
し
つ
け
を
忘
れ
る

①
散
歩
に
行
く
こ
と
を
せ
が
ま

な
く
な
る
。

②
排
尿
、
排
便
の
コ
ン
ト
ロ
ー

ル
が
で
き
な
く
な
る
。

▲題　霧中幻想
実物はカラー写真

輝け！ 在校生 輝け！ 在校生 輝け！ 在校生 

全
国
高
校
総
合
文
化
祭 

写
真
部
門
出
場 

ビ
ジ
ュ
ア
ル
部 

全
国
高
校
総
合
体
育
大
会 

棒
高
跳
び
優
勝（
５
ｍ
） 

２
年
生 

川
口
直
哉
君 

 

　
ビ
ジ
ュ
ア
ル
部
は
写
真
部
と
映

像
文
化
部
を
統
合
し
て
平
成
15
年

度
に
発
足
。

わ
ず
か
半
年

で
県
写
真
コ

ン
ク
ー
ル
優
秀

学
校
賞
を
受

賞
し
、本
年
度

高
文
祭
へ
の
出

場
資
格
を
得
た
。 

▲県高文連会長賞「感情の沸泉」 
　3年　倉垣内将賢君 

▲県優秀賞「ひげぼうや」 
　3年　平野友貴さん 

▲県教育長賞「団長」 
　2年　吉澤麻耶さん 

▲対戦中の伊藤君（右端） 

 

　
川
口
君
は
六
月
の
東
海
大
会
で
５ｍ
10

を
跳
ん
で
優
勝
。八
月
の
高
校
総
体（
イ
ン

タ
ー
ハ
イ
）で
も
金
メ
ダ
ル
を
手
に
し
た
。南

高
陸
上
部
の
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
優
勝
は
、昭
和

56
年
の
男
子
１
６
０
０ｍ
リ
レ
ー
以
来
23
年

ぶ
り
の
快
挙
と
な
っ
た
。 

全
国
高
等
学
校
将
棋
竜
王
戦 

準
優
勝 

全
国
高
校
総
合
文
化
祭 

将
棋
部
門
　
第
三
位 

２
年
生 

伊
藤
大
悟
君 

 

　
昨
年
、
一
年
生
で
高
校
竜
王
に

輝
い
た
伊
藤
君
は
今
年
は
準
竜
王
、

高
文
祭
で
は
三
位
だ
っ
た
。 

　
い
ず
れ
も
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
の
対
戦
相

手
た
ち
は
、全
国
大
会
で
の
顔
な
じ

み
ば
か
り
。「
今
回
は
や
ら
れ
ま
し
た

が
、楽
し
か
っ
た
で
す
」と
、さ
わ
や
か

な
笑
顔
を
見
せ
た
。 
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2年間の大学合格状況 
（数字は過年度卒を含む合格者延べ数） 

 

北 海 道  
帯 広 畜 産  
岩 手  
東 北  
福 島  
筑 波  
埼 玉  
千 葉  
お 茶 の 水 女 子  
電 気 通 信  
東 京  
東 京 外 語  
東 京 学 芸  
東 京 医 科 歯 科  
東 京 工 業  
東 京 農 工  
一 橋  
横 浜 国 立  
新 潟  
金 沢  
山 梨  
信 州  
静 岡 　 教  

人 
理 
工 
情 
農 

浜 松 医 科 　 医  
看 

愛 知 教 育  
名 古 屋  
名 古 屋 工 業  
京 都  
京 都 工 芸 繊 維  
大 阪  
大 阪 外 国 語  
奈 良 女 子  
神 戸  
岡 山  
広 島  
徳 島  
高 知  
香 川  
九 州  
琉 球  
高 崎 経 済  
東 京 都 立  
都 立 保 健 科 学  
横 浜 市 立  
都 留 文 科  
静岡県立　国際 

食 
薬 

愛 知 県 立  
名 古 屋 市 立  
兵 庫 県 立  
その他国公立大 
国 公 立 大 学 計  

文 部 省 所 管 外  
防 衛 大 学 校  

国 公 立 大  
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3

国 際 医 療 福 祉  
文 教  
千 葉 工 業  
青 山 学 院  
北 里  
慶 應 義 塾  
駒 澤  
芝 浦 工 業  
上 智  
成 城  
専 修  
中 央  
津 田 塾  
東 海  
東 京 女 子  
東 京 農 業  
東 京 理 科  
東 洋  
日 本  
法 政  
武 蔵 工 業  
武 蔵 野 音  
武 蔵 野 美  
明 治  
明 治 学 院  
明 治 薬 科  
立 教  
早 稲 田  
神 奈 川  
聖隷クリストファー 
常 葉 学 園  
静 岡 文 化 芸 術  
愛 知  
愛 知 学 院  
愛 知 医 科  
愛 知 工 業  
中 京  
豊 田 工 業  
名 古 屋 外 国 語  
名 古 屋 女 子  
南 山  
日 本 福 祉  
藤 田 保 健 衛 生  
名 城  
鈴 鹿 医 療 科 学  
京 都 外 語  
同 志 社  
同 志 社 女 子  
立 命 館  
龍 谷  
関 西  
関 西 外 語  
関 西 学 院  
近 畿  
岡 山 理 科  
川 崎 医 療 福 祉  
そ の 他 私 立 大  
私 立 大 学 計  

国公立短期大学 
私立短期大学計  
短 期 大 学 計  
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平成15年度同窓会財務収支内訳書

平成16年度磐田南高校同窓会会計内訳書

ご予約・ 
お問い合わせは 

静岡県磐田市岩井2280　〒438-0016

FAX：0538-36-1012　E-mail：iwata-gh-soumu@enshu-net.or.jp 
ホームページ：http://www.enshu-net.or.jp/iwata.g.h

　0538-34-1211

▼
今
春
の
人
事
異
動
で
内
山
賢
二
校

長
の
ご
勇
退
、
土
屋
正
男
教
頭
・
谷

口
数
彦
事
務
長
の
ご
栄
転
の
他
、
校

内
幹
事
の
本
多
・
平
井
両
教
諭
を
含

め
合
計
十
名
の
教
職
員
の
転
退
職
が

あ
り
ま
し
た
。
特
に
内
山
校
長
先
生

に
は
、
三
年
間
に
わ
た
り
そ
の
円
満

な
人
格
で
生
徒
教
職
員
を
包
み
こ
ん

で
頂
き
教
育
成
果
の
著
し
い
向
上
が

あ
り
ま
し
た
。

▼
総
会
に
お
い
て
役
員
選
考
委
員
会

の
提
案
に
よ
り
現
役
員
の
続
投
が
決

定
致
し
ま
し
た
。
大
橋
会
長
を
中
心

に
本
部
役
員
の
皆
様
の
ご
努
力
に
よ

り
同
窓
会
活
動
が
益
々
充
実
す
る
も

の
と
確
信
致
し
ま
す
。

▼
母
校
に
お
い
て
は
、
文
科
省
指
定

の
ス
ー
パ
ー
・
サ
イ
エ
ン
ス
・
ハ
イ

ス
ク
ー
ル
事
業
も
順
調
に
推
移
し
て

お
り
、
二
十
一
世
紀
を
担
う
人
材
育

成
事
業
の
発
信
地
と
し
て
本
校
に
期

待
が
寄
せ
ら
れ
て
お
り
ま
す
。
昨
年

に
引
き
続
き
十
一
月
二
日
に
ノ
ー
ベ

ル
化
学
賞
受
賞
の
白
川
秀
樹
博
士
の

講
演
会
を
磐
田
市
民
文
化
会
館
で
開

催
致
し
ま
す
。

▼
ま
た
、
年
々
進
学
実
績
も
向
上
し

て
お
り
ま
す
。
そ
の
顕
著
な
実
績
の

基
盤
と
な
る
も
の
は
文
武
両
道
の
精

神
で
あ
り
、
活
発
な
部
活
動
が
生
徒

の
心
の
糧
と
な
っ
て
い
ま
す
。
運
動

部
で
は
大
多
数
が
県
大
会
に
出
場
し

立
派
な
成
績
を
残
し
ま
し
た
。
顕
著

な
も
の
と
し
て
、
全
国
大
会
で
陸
上

部
の
川
口
直
哉
君
が
棒
高
跳
び
で
優

勝
し
、
ま
た
将
棋
部
の
伊
藤
大
悟
君

が
全
国
三
位
と
い
う
輝
か
し
い
実
績

を
残
し
て
く
れ
ま
し
た
。

▼
本
年
度
着
任
さ
れ
た
太
田
一
夫
校

長
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
下
、
生
徒

の
真
摯
な
日
々
の
取
り
組
み
が
、
大

学
進
学
実
績
の
向
上
、
社
会
が
期
待

す
る
逞
し
い
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
執

れ
る
青
年
へ
と
結
実
し
て
行
く
も
の

と
思
わ
れ
ま
す
。

▼
ま
た
、
現
在
中
断
し
て
い
る
マ
ウ

ン
テ
ン
ビ
ュ
ー
高
校
と
の
交
流
も
三

月
に
再
開
さ
れ
る
予
定
と
な
っ
て
お

り
準
備
を
す
す
め
て
お
り
ま
す
。

▼
本
部
よ
り
ご
案
内
し
て
お
り
ま
す

が
、
二
〇
〇
五
年
版
会
員
名
簿
の
発

刊
に
向
け
て
作
業
が
本
格
的
に
開
始

さ
れ
ま
す
。
充
実
し
た
名
簿
作
成
の

た
め
正
確
な
情
報
収
集
に
ご
協
力
を

お
願
い
致
し
ま
す
。

▼
終
り
に
あ
た
り
、
こ
の
一
年
間
に

ご
逝
去
さ
れ
た
恩
師
の
大
村
實
（
県

内
男
性
最
高
齢
百
六
歳
）
・
大
杉
文

夫
・
村
越
五
郎
・
太
田
辰
之
諸
先
生

及
び
同
窓
諸
兄
姉
の
霊
に
哀
悼
の
意

を
捧
げ
ま
す
。

（
松
本
勝
彦
）

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
イ
ヤ
ー
の
今
夏

は
、
日
本
選
手
の
大
活
躍
で
終
わ

っ
た
。
母
校
の
プ
ー
ル
サ
イ
ド
に

は
、
ロ
サ
ン
ジ
ェ
ル
ス
・
ベ
ル
リ

ン
両
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
大
会
で
活
躍
、

メ
ダ
ル
を
獲
得
さ
れ
た
３
人
の
先

輩
の
レ
リ
ー
フ
が
あ
る
。
そ
れ
を

見
て
改
め
て
そ
の
偉
業
を
偲
ん
だ
。

26
号
発
行
に
際
し
て
は
、
新
た

に
２
名
の
編
集
委
員
が
加
わ
り
、

い
つ
も
と
同
様
に
多
く
の
同
窓
生

の
御
支
援
と
御
協
力
を
い
た
だ
き

感
謝
い
た
し
ま
す
。

（
原
田
）

原
田
　
康
代
（
高
20
）

袴
田
　
悦
子
（
高
16
）

伊
藤
　
修
二
（
高
15
）

町
田
志
妹
子
（
高
16
）

松
本
　
勝
彦
（
高
18
）

榎
本
美
佐
子
（
高
20
）

鈴
木
美
恵
子
（
高
20
）

瀧
本
美
知
子
（
高
20
）

太
田
美
奈
子
（
高
20
）

谷
口
　
智
子
（
高
21
）

鈴
木
　
智
子
（
高
23
）

横
井
　
純
夫
（
高
23
）

吉
崎
　
久
子
（
高
25
）

大
塚
　
義
郎
（
高
27
）

杉
本
富
貴
子
（
高
33
）

事
務
局
よ
り

4/  5 同窓会だより第25号編集委員会（以後毎月
継続して会合）

4/  7 母校入学式（会長、副会長、監査役出席、同窓会名簿販売）
4/23 役員会（以後6/7、6/14、8/6、10/17、12/16、1/23）
5/  8 卒業50周年記念事業（高校6回）母校に20万円寄贈

総会当番年次（高34）打ち合わせ（前年度よ
り継続的に開催）

5/  9 平成14年度会計監査、役員会・役員と校内幹事の懇談会
5/10 磐田支部総会（会長、副会長、校長出席）
5/28 尾崎初代校長の資料整理（以後数回継続して作業）

6/ 7 総会当番年次との打合せと激励会（役員6
人当番年次7人、校内幹事2人）
慰霊祭当番年次の準備会

6/14 評議員会
7/ 1 静岡支部総会（会長、校長出席）
8/11・9/25 選考委員会
8/17 慰霊祭（高校25回担当）、第77回同窓会総会（高校34回担当）

卒業40周年記念事業（高校15回）同窓会に資金援助
9/ 6 関西支部総会（会長、校長出席）
10/10 同窓会だより第25号発行
10/17 総会当番引継会（高34、高35、役員、校内幹事出席）
11/ 8 関東支部総会（会長出席）
11/17 母校SSH記念講演会、江崎玲於奈博士

12/12 総会当番年次（高35）打ち合わせ（以後継続的に開催）
2/15 豊田支部総会（会長、教頭出席）
2/27 高校56回生同窓会入会式（会長、副会長、監査役出席）
2/28 評議員懇親会（隔年開催）評議員、役員、

校長、校内幹事出席
3/ 1 高校56回卒業式（会長、副会長、監査役出席）

平成15年度会務報告

●収入 平成16年4月1日～17年3月31日
科　目 金　額 備　考

3,610,000 平成16年3月卒業生（10,000×361）
37,817
200,000 卒業40周年寄付金（高16回生）
310,000 同窓会報広告代等
5,402,183

▲ 3,610,000
合　計 5,950,000

●支出
科　目 金　額 備　考

2,200,000
400,000 役員会・評議員会等会議費
500,000 同窓会総会・慰霊祭費用等
700,000 支部総会助成・祝儀・旅費等
300,000 転退職餞別・慶弔費等
230,000 通信費・事務費等
70,000 人件費・交通費

2,950,000
50,000 大学在学生の会へ助成
300,000 校章入り印鑑
2,100,000 同窓会報編集・印刷・郵送費等
200,000 東海大会等出場選手激励金
100,000 卒業生氏名の名簿入力費
200,000 ホームページ運営費
500,000
500,000
300,000
300,000

合　計 5,950,000

同窓会入会金
預金利息･配当金
寄 付 金
雑 収 入
前年度繰越金
前年度前受金振替

会務費

会 議 費
総会･慰霊祭費等
支部総会･年次運営費等
慶 弔 費
事 務 費
事 務 局 費
事業費

はぐま学生会助成金
卒業記念品代
会報発行費
教育振興費
名簿関係費
諸 費
積立金支出

別途積立金会計へ
予備費

予 備 費

●収入 平成15年4月1日～16年3月31日
科　目 金　額 備　考

3,990,000 平成15年3月卒業生（10,000×399）
32,040
200,000 卒業40周年寄付金（高15回生）
299,370 同窓会報広告代等
5,845,033

▲ 3,990,000
3,610,000 平成16年3月卒業生（10,000×361）

合　計 9,986,443

●別途積立金会計 ●名簿特別会計
１．一般会計の定期預金 10,000,806 郵便局普通預金
２．終身会費等の積立金 48,094,681 2,916,122
３．磐田信用金庫出資金 1,000,000 郵便局定額預金
４．諸事業用予備金 2,510,256 1,000,000
合　　　計 ¥ 61,605,743 合　計 ¥ 3,916,122

●支出
科　目 金　額 備　考

1,606,815
193,768 役員会・評議員会等会議費
446,082 同窓会総会・慰霊祭費用等
556,020 支部総会助成・祝儀・旅費等
208,884 転退職餞別・慶弔費等
181,061 通信費・事務費等
21,000 人件費・交通費

2,477,445
0 大学在学生の会への助成

217,200 校章入り印鑑
1,908,469 同窓会報編集・印刷・郵送費等
128,000 東海大会等出場選手激励金
34,146 卒業生氏名の名簿入力費
189,630 ホームページ運営費
500,000
500,000

0
5,402,183

合　計 9,986,443

同窓会入会金
預金利息･配当金
寄 付 金
雑 収 入
前年度繰越金
前年度前受金振替
卒業生前受金

会務費
会 議 費
総会･慰霊祭費等
支部総会･年次運営費等
慶 弔 費
事 務 費
事 務 局 費
事業費
はぐま学生会助成金
卒業記念品代
会報発行費
教育振興費
名簿関係費
諸 費
積立金支出
別途積立金会計へ
予備費
次年度繰越金

磐田市国府台94-3  TEL 35-2175 
鈴木麻里奈（高38回） 

処方せん受付  マイクロダイエット 

国 府 台 薬 局 
ファミリー薬局 （二之宮） 

美しい水環境をクリエイトする 

磐田市下岡田358-2　136-0051 FAX 37-6622

木戸智弘（高34回）  
㈱ 

平成16年度各種当番年次
卒業10周年　高校45回生（新年次委員選出）
卒業20周年　高校35回生（総会担当）
卒業30周年　高校26回生（慰霊祭担当）
卒業40周年　高校16回生（同窓会に資金援助）
卒業50周年　高校７回生（母校に資金援助）（16年度から1学級減少し、1学年約360名になりました）


